
[ 木造耐火構造納まり例 ]

防火地域で木造３階建てが

                                   可能になりました

防火地域、建築基準法の厳しい耐火基準で規制された都心部

の建物が密集している地域です。これまではコンクリートや

鉄骨造などの建物か、木造軸組みであれば２階建までの建物

しか建てられませんでした。

木造軸組みは日本の伝統工法です。日本人にとって木造の家

への愛着は捨てがたいものがあります。またコスト的にもコ

ンクリート造、鉄骨造に比べ有利です。

（社）日本木造住宅産業協会が 2007 年 10 月に大臣認定を取

得した木造耐火工法を採用し、防火地域にも木造軸組みの３

階建てが建てることができるようになりました。

耐火性能を確実にするには、協会の決めた複雑な仕様規定を

厳密に施工することが求められます。耐火性能確保の細部納

まりや耐火被覆による荷重増加に対応する構造設計等、確実

な設計・施工が不可欠なので、設計者・工事監理者及び施工

自主検査者には所定課程をふんだ技術者に限られます。それ

らを満たした技術力で皆様の期待にこたえます。
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